
新
出
三
冊
本
「
信
長
公
記
』

ｌ
近
世
小
説
の
揺
藍
期
Ｉ

要
旨
太
田
牛
一
作
『
信
長
公
記
」
の
新
出
伝
本
を
発
見
し
、
こ
れ
に
新
出
三
冊
本
の
名
称
を
与
え
た
。
新
出
三
冊
本
は
、
草
稿
段
階
の
状

態
を
伝
え
る
、
現
時
点
唯
一
の
伝
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
十
五
巻
本
は
、
作
者
の
意
図
に
よ
っ
て
「
首
巻
」

を
除
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
こ
に
は
、
〈
当
世
〉
文
学
を
欲
す
る
読
者
と
中
世
的
な
作
者
の
葛
藤
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
〈
現

実
〉
〈
当
世
〉
を
希
求
す
る
近
世
小
説
の
成
立
す
る
直
前
の
状
況
を
示
す
恰
好
の
事
例
と
し
て
注
目
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

小
考

和

田
恭
幸
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（
１
）

近
世
小
説
の
特
質
の
一
つ
に
、
「
〈
現
実
〉
へ
の
関
心
」
と
い
う
、
見
逃
し
が
た
い
一
点
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
次
の
段
階
に

「
当
世
批
判
」
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
用
意
さ
れ
る
如
く
で
あ
る
。
で
は
逆
に
、
本
格
的
な
「
当
世
批
判
」
を
語
る
仮
名
草
子
が
登
場
す
る

以
前
、
即
ち
近
世
小
説
の
揺
藍
期
に
お
い
て
、
〈
当
世
〉
へ
の
欲
求
は
如
何
な
る
胎
動
を
見
せ
て
い
た
の
か
。
個
々
の
論
考
が
、
漸
次
に

も
あ
れ
新
た
な
る
文
学
史
研
究
に
糾
合
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
の
な
ら
、
一
等
早
く
具
体
的
な
事
例
を
以
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
、
譲
り
難
い
研
究
課
題
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
些
か
の
誇
張
に
赤
面
し
つ
つ
も
、
如
上
、
本
稿
の
出
発
点
は
そ
こ
に
あ
る
。

さ
て
、
近
世
初
期
に
お
い
て
、
当
代
に
お
け
る
古
典
文
学
の
諸
作
品
は
、
ど
の
よ
う
な
位
相
に
存
在
し
て
い
た
の
か
。
件
の
問
題
に
立

ち
入
る
た
め
の
、
必
要
不
可
欠
な
問
い
か
け
で
あ
ろ
う
。
試
み
に
、
慶
長
か
ら
寛
永
に
至
る
問
の
出
版
物
の
全
体
を
眺
望
し
て
み
る
と
、

所
謂
「
国
文
学
書
」
は
、
そ
の
数
の
少
な
さ
に
お
い
て
際
だ
っ
て
い
る
。
こ
と
に
、
慶
長
・
元
和
を
経
過
し
て
、
商
業
出
版
の
黎
明
期
と

い
わ
れ
る
寛
永
期
の
整
版
本
に
は
、
そ
れ
が
誠
に
顕
著
で
あ
っ
て
、
実
の
と
こ
ろ
古
活
字
刊
本
よ
り
も
一
層
冷
酷
な
事
実
を
提
示
す
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
を
極
端
に
評
す
る
な
ら
ば
、
特
権
的
な
貴
紳
の
秘
庫
に
し
か
伝
え
ら
れ
得
な
い
、
特
別
な
中
に
も
格
別
な
る
高
み
に
存
在

そ
こ
で
、
も
う
一
サ
イ
ズ
太
い
管
見
の
管
を
用
意
し
て
、
今
日
の
国
文
学
研
究
の
範
晴
で
「
作
品
」
と
称
す
る
分
野
へ
と
拡
大
し
て
見

る
と
如
何
様
か
。
す
る
と
、
軍
記
物
語
こ
と
軍
書
の
数
々
が
視
野
に
入
っ
て
く
る
筈
で
あ
る
。
い
わ
ず
も
が
な
、
軍
書
の
出
版
件
数
は
他

を
圧
倒
す
る
程
に
多
い
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
古
活
字
刊
本
の
「
保
元
・
平
治
物
語
」
は
、
川
瀬
一
馬
氏
の
「
増
補
古
活
字
版
之
研
究
」

の
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
十
一
種
の
版
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
追
加
を
な
す
な
ら
ば
、
冨
春
堂
刊
本
が
最
も
適
切
な
事
例
と

な
ろ
う
。
冨
春
堂
古
活
字
刊
本
の
初
見
は
、
慶
長
七
年
刊
「
脈
語
』
で
あ
る
。
二
巻
全
四
十
丁
と
い
う
薄
っ
ぺ
ら
な
医
書
の
出
版
は
、
冨

し
て
い
た

｜
、
研
究
の
目
的
と
経
緯

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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本
稿
に
お
い
て
紹
介
を
試
み
る
「
信
長
公
記
」
の
一
本
は
、
現
存
の
諸
本
（
十
五
巻
本
系
．
十
六
巻
本
系
）
の
本
文
が
完
成
す
る
以
前
の
、

草
稿
段
階
の
本
文
を
伝
え
る
貴
重
な
一
本
で
あ
る
。
正
確
に
は
、
草
稿
本
の
転
写
本
で
あ
る
。
以
下
、
当
該
原
本
の
書
誌
を
は
じ
め
、
本

文
の
状
態
等
を
總
々
述
べ
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
、
妙
に
豪
華
な
寛
永
整
版
本
の
軍
書
。
そ
れ
ら
は
、
あ
り
し
日
、
漸
次
安
定
に
向
か
う
武
士
の
家
々
に
、
自
分
た
ち
の
階
層
の

書
物
と
し
て
、
床
間
飾
り
に
も
あ
れ
読
書
の
対
象
に
も
あ
れ
、
望
ま
れ
て
流
布
し
て
い
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
と
、
す
れ
ば
、
軍
書

に
こ
そ
近
世
初
期
の
、
そ
れ
ま
で
書
物
に
縁
の
な
か
っ
た
新
た
な
る
階
層
の
、
文
学
を
含
め
た
文
化
的
「
何
か
」
を
解
き
明
か
す
鍵
が
埋

ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
有
り
は
し
な
い
か
。
さ
ら
に
、
近
世
初
期
に
は
、
古
典
的
な
軍
書
に
加
え
て
、
「
信
長
公
記
」
（
太
田
牛
一
著
）
・

「
信
長
記
』
（
小
瀬
甫
庵
董
、
そ
し
て
「
太
閤
記
」
（
小
瀬
甫
庵
著
）
等
が
登
場
し
て
く
る
。
そ
こ
で
私
は
、
太
田
牛
一
作
『
信
長
公
記
」
の

新
出
の
一
伝
本
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
当
世
〉
へ
の
欲
求
の
あ
り
方
の
具
体
を
探
り
当
て
た
い
と
思
っ
た
の
で
あ
る
。

春
堂
こ
と
五
十
川
了
庵
が
医
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
徴
す
れ
ば
何
ら
の
不
自
然
さ
も
残
ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
翌
年
の
慶
長
八
年
に
は

『
太
平
記
」
四
十
巻
四
十
冊
を
、
慶
長
十
年
に
は
伏
見
版
の
内
の
一
つ
『
新
刊
吾
妻
鑑
』
五
十
一
冊
を
刊
行
。
こ
と
に
、
「
新
刊
吾
妻
鑑
」

に
は
、
同
じ
く
慶
長
十
年
の
践
文
を
付
す
類
似
品
蕪
界
古
活
字
刊
杢
が
存
在
す
る
。
さ
さ
や
か
な
医
書
か
ら
移
っ
た
先
は
大
部
の
軍
書

で
あ
り
、
な
お
か
つ
そ
れ
が
幕
府
の
目
に
と
ま
り
伏
見
版
の
刊
行
に
参
与
。
そ
し
て
巷
間
で
は
そ
の
類
似
品
が
作
ら
れ
た
。
誠
に
解
り
易

い
直
線
図
式
で
あ
る
。

二
、
新
出
三
冊
本
『
信
長
公
記
」
に
つ
い
て
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第2冊本文1丁オ
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奥
書
な
し
。

備
考
作
者
↑

信
長
公
記
太
田
牛
一
作
寛
永
頃
写
・
大
本
三
冊
東
京
都
某
家
所
蔵

装
訂
原
装
、
五
針
袋
綴
装
。
冊
数
、
全
三
冊
。
紙
数
、
上
巻
（
目
録
三
丁
・
本
文
四
八
丁
）
・
中
巻
（
目
録
三
丁
・
本
文
四
二
丁
）
・

下
巻
（
目
録
三
丁
・
本
文
五
二
丁
・
後
方
遊
紙
一
丁
）
。
料
紙
、
楮
紙
（
梢
厚
い
張
り
の
あ
る
上
製
）
。
寸
法
二
七
・
四
×
二
○
・
○

セ
ン
チ
。
表
紙
、
伽
羅
色
（
丁
子
色
の
退
色
）
。

外
題
「
信
長
記
上
（
中
）
（
下
と
。
題
策
（
無
辺
・
原
題
篭
）
、
左
肩
。
本
文
と
同
筆
。

目
録
各
冊
の
巻
頭
に
付
す
。
本
文
と
同
筆
。
目
録
題
な
し
。

所
謂
「
信
長
記
」
に
は
、
太
田
牛
一
作
と
小
瀬
甫
庵
作
と
の
、
二
つ
が
存
在
す
る
。
両
者
の
混
同
を
避
け
る
た
め
、
牛
一
本
を
「
信
長

公
記
」
と
し
、
甫
庵
本
を
「
信
長
記
」
と
す
る
使
い
分
け
が
、
斯
界
の
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
右
の
書
誌
解
題
に
お
い
て
も
、

原
本
記
載
書
名
の
他
に
、
調
査
者
認
定
書
名
と
し
て
『
信
長
公
記
」
を
立
て
た
。
以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
当
該
原
本
を
「
新
出
三
冊

本
「
信
長
公
記
筐
、
略
し
て
「
新
出
三
冊
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

外
題

目
録

内
題

本
文

漢
字
片
カ
ナ
表
記
。
毎
半
葉
一
一
行
。
字
高
二
二
・
七
セ
ン
チ
。
書
写
相
は
、
極
め
て
早
い
筆
致
に
て
精
写
に
は
非
ず
。
よ
っ
て

誤
写
あ
り
。
朱
校
入
り
。
各
条
と
も
一
つ
書
き
。
冊
の
分
か
ち
の
み
で
、
一
五
巻
・
一
六
巻
本
系
の
如
く
「
巻
」
に
は
分
け
ら
れ

て
い
な
い
。

な
し
。

作
者
名
の
署
名
な
し
。
上
巻
は
一
六
巻
本
系
の
「
首
巻
」
に
相
当
。
中
巻
巻
頭
は
一
五
巻
本
系
．
一
六
巻
本
系
の
巻
二
に
相
当

（
巻
一
相
当
本
文
は
欠
落
）
。
ほ
か
、
巻
六
・
一
三
～
一
五
欠
。
巻
七
相
当
部
分
か
ら
年
代
配
列
が
狂
う
。

-176-



新出三冊本「信長公記」小考

は
一
つ
も
な
い
。

（
３
）

「
信
長
公
記
」
の
諸
本
は
、
石
田
善
人
氏
の
精
綴
な
ご
研
究
に
よ
っ
て
一
覧
化
が
な
さ
れ
て
い
る
。
系
統
の
大
概
は
、
十
五
巻
本
と
十

六
巻
本
の
二
種
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
他
、
一
巻
の
み
の
自
筆
零
本
等
が
存
在
す
る
。
十
五
巻
本
と
十
六
巻
本
の
相
違
点
は
、

一
巻
分
多
い
十
六
巻
本
の
方
に
「
首
巻
」
と
呼
ば
れ
る
巻
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
を
除
け
ば
、
両
者
と
も
一
年
一
巻
宛
の
、
ほ
ぼ

同
一
の
内
容
と
な
る
。
但
し
、
十
六
巻
本
は
十
五
巻
本
よ
り
も
文
章
に
推
敲
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
、
文
意
が
明
確
な
だ
け
で
な
く
、
幾
分

に
も
流
暢
な
文
章
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。

十
五
巻
本
を
代
表
す
べ
き
伝
本
は
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
池
田
家
文
庫
本
『
信
長
記
」
（
自
筆
杢
で
あ
る
（
以
下
、
適
宜
「
岡
大

（
４
）

池
田
家
文
庫
本
」
と
略
称
す
る
）
・
ま
た
、
内
閣
文
庫
本
『
原
本
信
長
公
記
」
も
ま
た
、
つ
と
に
知
ら
れ
た
一
本
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
公

共
的
な
性
格
を
有
す
る
資
料
保
存
機
関
で
閲
覧
を
許
さ
れ
る
も
の
は
、
概
ね
十
五
巻
本
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
十
六
巻
本
は
、
陽
明
文

庫
・
東
京
大
学
総
合
図
書
館
の
二
箇
所
二
本
の
み
閲
覧
可
能
な
状
態
に
あ
り
、
善
本
の
選
別
に
余
裕
無
く
し
て
ひ
た
す
ら
珍
書
の
格
に
住

さ
て
、
「
信
長
公
記
」
は
、
書
名
の
如
く
信
長
の
事
績
を
記
し
た
書
物
で
あ
る
。
「
我
自
刊
我
」
萌
治
十
四
年
刊
）
・
「
改
訂
史
籍
収
覧
』

（
明
治
三
十
四
年
刊
）
所
収
本
の
出
現
に
至
る
ま
で
、
長
く
写
本
で
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
甫
庵
の
『
信
長
記
」
は
元
和
八
年
古
活

字
刊
本
以
来
、
刊
本
で
流
布
し
た
。
何
を
お
い
て
も
、
両
者
の
相
違
点
は
そ
こ
に
顕
在
化
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）

作
者
太
田
牛
一
（
大
永
七
～
慶
長
十
五
年
）
は
、
弓
の
衆
と
し
て
織
田
信
長
に
仕
え
、
織
田
家
滅
亡
の
後
、
豊
臣
家
に
仕
え
た
と
さ
れ
る
。

大
村
由
己
の
如
き
所
謂
「
御
伽
衆
」
で
は
な
い
。
そ
の
著
作
は
、
ほ
ぼ
記
録
と
い
う
に
相
応
し
い
文
章
で
あ
っ
て
、
甫
庵
に
見
る
流
麗
さ

（
５
）

す
る
如
く
で
あ
る
。

如
上
、
諸
本
の
大
概
を
眺
め
る
時
、
学
的
な
争
点
は
自
ず
か
ら
「
首
巻
」
の
有
無
が
生
じ
た
理
由
と
、
「
首
巻
」
が
後
か
ら
加
え
ら
れ

た
の
か
・
初
め
か
ら
存
在
し
た
の
か
、
に
定
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
念
の
た
め
に
申
し
添
え
る
な
ら
ば
、
先
学
の
諸
研
究
に
は
、
「
首
巻
」
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①
十
五
巻
本
と
の
比
較
（
岡
大
池
田
家
文
庫
本
）

永
禄
拾
二
己
巳
正
月
四
日
、
三
好
三
人
衆
井
、
斎
藤
右
兵
衛
大
輔
龍
興
、
長
井
隼
人
等
、
南
方
之
諸
牢
人
ヲ
相
催
、
致
上
洛
。
公
方
様
六

津
田
左
馬
丞

北
緋
引
澗
制
側
川
馴
、
細
川
典
厩
津
田
左
近
野
村
越
中
赤
座
七
郎
左
衛
門
赤
座
助
六
●
渡
Ⅲ
勝
左
衛
門
坂
井
与
右

衛
門
明
知
十
兵
衛
森
弥
五
八
●
内
藤
備
中
●
、
若
狭
衆
山
縣
源
内
鰯
弥
七
報
謝
斗
切
而
出
、
●
討
死
働
俳
１
剰
馴
伽
制

岡
村
平
六
守
切
崩

〈
欠
芦
ｌ
御
敵

両
人
、
無
隠
鈍
勤
ゼ
也
（
誤
写
・
朱
校
舅
士
」
）
。
六
条
二
楯
籠
リ
、
●
宗
徒
之
者
数
十
人
、
討
捕
相
防
候
御
後
巻
ト
シ
テ
、
池
田
筑
後

永
禄
拾
二
己
巳
正
月
四
日
、
三
好
三
人
衆
井
、
斎
藤
右
兵
衛
大
鈴

（
薬
師
寺
九
郎
左
衛
門
武
者
大
将
ニ
テ
）
取
詰
門
前

条
二
御
座
候
ヲ
、
●
、

焼
払
既
、

「
首
巻
」
と
は
、
信
長
の
上
洛
以
前
を
記
し
た
巻
で
あ
る
。
先
に
述
べ
る
如
く
、
十
六
巻
本
に
し
か
存
在
し
な
い
巻
、
の
筈
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
新
出
三
冊
本
に
も
「
首
巻
」
相
当
本
文
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
上
巻
冒
頭
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。

は
た
し
て
新
出
三
冊
本
の
本
文
は
、
ど
の
系
統
に
近
似
す
る
の
か
。
件
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
「
首
巻
」
の
成
立
時

期
は
自
ず
と
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
ま
ず
は
、
新
出
三
冊
本
と
十
五
巻
本
系
．
十
六
巻
本
系
本
文
と
の
比
較
を
試
み
た
い
。
比
較
の
箇
所
は
、

十
五
・
十
六
巻
本
の
巻
二
’
一
・
「
六
条
合
戦
」
の
様
を
記
し
た
部
分
で
あ
る
。
比
較
の
方
法
は
、
新
出
三
冊
本
を
翻
刻
し
、
右
脇
に
①

十
五
巻
本
（
岡
大
池
田
家
文
庫
杢
・
②
十
六
巻
本
（
陽
明
文
庫
杢
と
の
異
同
を
添
え
書
き
し
た
。
翻
刻
本
文
の
中
の
「
●
」
は
、
新
出

三
冊
本
の
欠
落
部
分
を
示
す
。
ま
た
、
十
五
・
十
六
巻
本
に
存
在
せ
ず
新
出
三
冊
本
に
存
在
す
る
部
分
に
関
し
て
は
、
翻
刻
本
文
（
新
出

（
７
）

三
冊
本
）
に
傍
線
を
付
し
、
右
脇
に
「
〈
欠
〉
」
と
注
記
し
た
。

（
６
）

は
最
終
段
階
に
お
い
て
結
合
さ
れ
た
も
の
、
も
し
く
は
全
く
別
な
書
物
を
合
わ
せ
た
結
果
、
と
の
御
見
解
が
主
流
を
占
め
る
。

三
、
新
出
三
冊
本
の
本
文
①

寺
中
へ
可
攻
入
之
俄
排
訶
Ｊ
刎
処
、
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②
十
六
巻
本
と
の
比
較
（
陽
明
文
庫
本
）

先
懸
大
将
薬
師
寺
九
郎
左
衛

永
禄
拾
二
己
巳
正
月
四
日
、
三
好
三
人
衆
井
、
斎
藤
右
兵
衛
大
輔
龍
興
、
長
井
隼
人
等
、
南
方
之
諸
牢
人
ヲ
相
催
、
●
、

細
川
兵
部
大
夫
三
好
左
京
大
夫
池
田
筑
後
池
田
セ
イ
ヒ
ン

池
田
筑
後
池
田
セ
イ
ヒ
ン

伊
丹
荒
木
茨
木

則
推
つ
お
さ
れ
つ
黒
煙
立
て
候
て
相
戦
ひ
討
取
る
頚
の
注
文

取
合
、
●
及
一
戦
、
●
、
鑓
下
ニ
テ
●
、

瀧
洲
目
介
、
此
等
ヲ
●
、始
め
と
し
て
歴
々
討
捕
祢
緋
渕
洲
、
右
之
趣
信
長
へ
御

興
認
口
也
（
誤
写
・
朱
校
「
勇
士
」
）
。

●
、

楯
籠
御
人
数
、
細
川
典
厩
鍬
田
左
近
野
村
越
中
赤
座
七
郎
左
衛
門
赤
座
助
六
、
●
渡
旧
勝
左
衛
門
坂
井
与
右
衛
門

津
田
左
馬
丞

楯
籠
御
人
数
、
細
川
典
厩
津
田
左
近
野
村
越
中
赤
座
七
郎
左
衛
門
幸

山
県
源
内
宇
野
弥
七

明
知
十
兵
衛
森
弥
五
八
内
藤
備
中
、
●
●
若
狭
衆
山
縣
源
内
、

門
馴
比
緋
。
公
方
様
六
条
二
御
座
候
ヲ
●
焼
払
既

取
詰
め
門
前

池
田
セ
イ
ヒ
ン
伊
丹
荒
木
茨
木
細
川
兵
６
大
夫
三
好
左
京
大
夫
、
懸
向
、
カ
ッ
ラ
川
辺
ニ
テ
、
取
合
、
及
一
戦
、
鑓
下
二

御
敵
討
死
之
衆

テ
●
高
安
権
頭
吉
成
勘
介
同
弟
岩
成
弥
介
林
源
太
郎
市
田
カ
ナ
目
介
、
此
等
ヲ
討
捕
被
得
大
利
、
右
之
趣
信
長

へ
御
註
進
。

御
敵
薬
師
寺
九
郎
左
衛
門
瞳
本
へ
切
っ
て
か
、
り
、
切
崩
し
、
散
々
に
相
戦
ひ
、
余
多
に
手
を
負
せ
、
鑓
下
に
両
人
討
死
候
な
り
。
襲
懸
れ
ば
追
立
っ

て
、
火
花
を
ち
ら
し
相
戦
ひ
、
矢
庭
に
三
十
騎
ば
か
り
射
倒
し
、
手
負
死
人
算
を
乱
す
に
異
な
ら
ず
。
乗
入
る
べ
き
事
思
ひ
寄
ら
ず
。
懸
処
に
、
三
好

左
京
大
夫
・
細
川
兵
部
大
輔
・
池
田
筑
後
、
各
後
巻
に
こ
れ
あ
る
由
承
り
、
薬
師
寺
九
郎
左
衛
門
小
口
を
甘
候
。
是
は
後
巻
か
つ
ら
川
表
の
事
、

ニ
テ
●
、
高
安
権
頭

右
之
趣
信
長
へ
御
註
進
。 川

寺
九
訓
右
害

柴
佃
大
夫
泉
大
夫

吉
成
勘
介
同
弟

岬
方
之
諸
牢
人
ヲ
相
催
、
●
、

、
寺
中
へ
可
攻
入
之
行
也
。
示
処
、
六
条
二

御
敵
に

懸
向
、
カ
ッ
ラ
川
辺
ニ
テ
●

岩
成
弥
介
林
源
太
郎
市
田

・
宇
野
弥
七
両
人
、
無
隠
舛
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右
の
如
く
、
十
六
巻
本
に
は
、
十
六
巻
本
に
し
か
存
在
し
な
い
、
大
幅
な
増
補
部
分
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
新
出
三
冊
本

の
本
文
は
、
十
六
巻
本
よ
り
、
む
し
ろ
十
五
巻
本
に
近
似
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
十
五
巻
本
系
と
も
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
相
違

は
、
語
句
の
配
列
に
ま
で
及
ん
で
お
り
、
誤
写
で
は
絶
対
に
生
じ
え
な
い
、
明
ら
か
な
異
本
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

新
出
三
冊
本
と
十
五
巻
本
の
前
後
関
係
を
探
る
べ
く
比
較
を
試
み
る
な
ら
ば
、
右
引
用
の
最
終
部
分
、
即
ち
「
高
安
権
頭
吉
成
」
以
下

の
行
文
が
最
も
適
切
で
あ
ろ
う
。
当
該
部
分
は
、
敵
方
の
戦
死
者
の
姓
名
を
列
挙
す
る
下
り
で
あ
る
が
、
新
出
三
冊
本
は
単
純
な
人
名
の

列
挙
に
止
ま
る
。
こ
れ
に
対
し
、
十
五
巻
本
に
は
「
御
敵
討
死
之
衆
」
と
前
置
き
の
文
句
が
据
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
十
六
巻
本
で
は
、

そ
の
直
前
に
、
「
推
つ
お
さ
れ
つ
黒
煙
立
て
候
て
相
戦
ひ
」
と
情
景
描
写
が
挿
入
さ
れ
、
人
名
列
挙
の
前
に
「
討
取
る
頸
の
注
文
」
の
文

言
が
記
さ
れ
る
に
至
る
。
一
条
に
人
名
の
列
挙
が
複
数
回
繰
り
返
さ
れ
る
た
め
、
敵
・
味
方
の
別
を
注
記
す
る
こ
と
は
、
本
文
を
整
備
す

る
上
で
の
自
然
な
推
敲
過
程
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
進
行
過
程
を
、
「
（
何
も
な
い
状
態
）
」
薪
出
三
冊
杢
↓
「
御
敵

討
死
之
衆
」
（
十
五
巻
杢
↓
「
（
情
景
描
写
）
＋
討
取
る
頚
の
注
文
」
（
十
六
巻
杢
の
順
序
に
並
べ
る
こ
と
が
至
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

で
は
、
新
出
三
冊
本
に
存
在
す
る
「
首
巻
」
と
は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
状
態
の
本
文
な
の
か
。
現
存
十
六
巻
本
と
の
前
後
関
係
を
探

る
べ
く
、
本
文
の
比
較
を
試
み
た
い
。
比
較
の
箇
所
は
、
「
首
巻
」
の
冒
頭
で
あ
る
。
な
お
、
本
節
で
は
手
順
を
変
え
て
、
ま
ず
は
十
六

巻
本
か
ら
先
に
見
て
い
き
た
い
。

去
程
に
尾
張
国
八
郡
な
り
。
、
閑
削
剛
四
馴
只
織
田
伊
勢
守
（
中
略
）
、
囮
由
凹
旧
剛
四
郡
］
織
田
大
和
守
下
知
に
（
以
下
省
略
）
。

三
、
新
出
三
冊
本
の
本
文
②
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真
っ
先
に
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
文
字
囲
み
を
施
し
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
対
句
的
な
呼
応
表
現
を
以
て
、
尾
張
国
の
八
郡

を
、
上
の
四
郡
と
も
う
半
分
の
下
四
郡
、
と
半
分
づ
つ
の
領
有
形
態
に
あ
っ
た
事
情
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
一
見
し
た
だ
け
で
は
、
何

の
変
哲
も
な
い
、
ま
ま
あ
り
が
ち
な
調
子
の
よ
い
書
き
出
し
の
如
く
に
見
え
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
こ
に
新
出
三
冊
本
を
差
し
挿
む
こ

と
に
よ
り
、
状
況
は
一
変
す
る
。
以
下
は
、
前
節
と
同
様
、
新
出
三
冊
本
の
本
文
を
翻
刻
し
、
右
脇
に
十
六
巻
本
と
の
異
同
を
添
え
書
き

右
の
如
く
、
新
出
三
冊
本
の
本
文
は
、
十
六
巻
本
と
は
明
ら
か
に
異
な
っ
て
い
る
。
誤
写
に
よ
っ
て
生
じ
得
な
い
こ
と
も
ま
た
先
に
同

じ
で
あ
る
。
一
々
の
異
同
を
点
検
す
る
と
、
以
下
の
如
く
に
な
る
。
ま
ず
、
三
冊
本
は
、
十
六
巻
本
に
見
る
美
し
い
対
句
の
呼
応
が
読
み

と
れ
な
い
程
に
雑
然
と
し
た
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
新
出
三
冊
本
は
、
「
上
ノ
四
郡
」
の
上
に
人
名
が
記
さ
れ
、
な
お
か
つ
「
下

郡
」
の
方
に
「
四
郡
」
の
二
文
字
を
欠
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
上
下
の
「
四
郡
～
」
「
四
郡
～
」
の
小
気
味
よ
い
呼
応
が
出
て
こ
な
い

の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
十
六
巻
本
に
は
、
清
洲
の
地
理
的
な
位
置
を
「
上
下
川
を
隔
て
」
と
記
さ
れ
る
の
に
対
し
、
新
出
三
冊
本
は
こ
れ

を
欠
い
て
い
る
。
こ
れ
を
記
す
十
六
巻
本
は
、
結
果
的
に
ま
る
で
地
図
を
見
る
か
の
よ
う
な
鮮
明
さ
を
保
有
す
る
に
至
り
、
一
方
の
新
出

三
冊
本
は
雑
然
の
観
を
呈
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。

右
に
見
る
異
同
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
新
出
三
冊
本
の
本
文
が
、
十
六
巻
本
よ
り
遙
か
に
早
い
段
階
の
状
態
を
保
つ
由
を
示
す
以
外
の

何
も
の
で
も
な
か
ろ
う
。
し
か
し
、
両
者
に
は
、
本
文
異
同
に
止
ま
ら
な
い
、
さ
ら
に
重
要
な
相
違
点
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

し
た
も
の
で
あ
る
。

去
程
二
、
尾
張
国
ハ
八
郡
也
。
灘
徹
樹
創
御
召

四
郡

半
国
下
郡
●
、
織
田
大
和
守
下
知
二
随
へ
、

飾
徹
胤
引
詞
剛
訓
淵
柵
冊
柵
劉
稀
聯
鵬
稲
捌
開
削
剛
、
諸
侍
手
二
付
進
退
シ
テ
岩
倉
ト
云
所
二
居
城
也
。

上
下
川
を
隔
て
除
込

下
知
二
随
へ
、
●
清
洲
之
城
ニ
武
衛
様
置
申
、
同
大
和
守
ヲ
城
中
二
候
而
守
立
申
也
。
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新
出
三
冊
本
に
見
る
条
・
段
落
の
欠
落
で
あ
る
。

そ
の
内
、
一
等
注
目
に
値
す
る
ケ
ー
ス
と
し
て
、
十
六
巻
本
の
首
巻
’
二
七
「
蛇
が
へ
の
事
」
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
件
の
一
条

は
、
挿
話
的
な
性
格
を
有
し
、
二
話
併
記
の
構
成
を
と
る
。
即
ち
、
前
半
「
髪
に
希
異
の
事
あ
り
」
云
々
、
後
半
「
去
程
に
身
の
ひ
ゑ
た

る
危
き
事
あ
り
」
云
々
で
語
り
始
め
る
二
話
の
併
記
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
新
出
三
冊
本
に
は
、
こ
れ
の
前
半
一
話
し
か
存
在
せ
ず
、
後

半
一
話
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
、
首
巻
’
四
五
（
「
首
巻
」
の
最
終
）
も
ま
た
後
半
だ
け
が
欠
落
す
る
。
欠
落
し
た
内

容
は
、
「
鷹
数
寄
」
云
々
の
話
で
、
い
か
に
も
後
補
挿
入
の
可
能
性
を
芥
々
と
さ
せ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
首
巻
’
一
二
「
天
沢
長
老
物
か
た
り
の
事
」
も
ま
た
右
と
同
様
、
挿
話
的
な
一
条
で
あ
る
が
、
新
出
三
冊
本
は
一
条
ま
る
ご

と
の
欠
落
を
お
こ
す
。
如
上
の
挿
話
的
部
分
は
、
合
戦
の
記
録
と
は
異
な
り
、
二
話
併
記
等
、
後
補
が
十
分
に
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
を
欠

く
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
に
、
十
六
巻
本
よ
り
未
成
長
な
状
態
を
示
す
徴
証
と
な
り
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
ほ
か
、
首
巻
’
二
「
三
ノ
山
赤
塚
合
戦
の
事
」
、
同
二
二
「
六
人
衆
と
云
ふ
事
」
の
二
条
も
ま
た
完
全
に
欠
落
す
る
。
件
の
二

条
は
、
挿
話
で
は
な
い
の
で
、
理
由
を
他
に
求
め
る
必
要
が
あ
る
。
私
に
は
極
め
て
不
得
意
な
推
定
を
な
す
な
ら
ば
、
後
者
「
六
人
衆
と

云
ふ
事
」
は
、
「
太
田
又
介
」
と
し
て
、
作
者
自
身
が
登
場
す
る
た
め
、
当
初
は
こ
れ
を
差
し
控
え
て
い
た
も
の
か
。
一
方
の
「
三
ノ
山

赤
塚
合
戦
」
は
、
や
や
長
い
段
で
、
人
名
の
列
挙
や
日
付
な
ど
、
執
筆
に
際
し
て
何
ら
か
の
資
料
が
必
要
と
な
る
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
を

（
８
）

欠
落
す
る
こ
と
は
、
執
筆
時
に
資
料
が
未
だ
不
足
の
状
態
に
あ
っ
た
の
か
。

と
も
あ
れ
、
以
上
に
見
る
本
文
異
同
、
条
・
段
落
の
欠
落
に
よ
り
、
新
出
三
冊
本
の
「
首
巻
」
相
当
部
分
は
、
現
存
十
六
巻
本
よ
り
も
、

遙
か
に
前
の
状
態
を
保
つ
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

-182-



新出三冊本「信長公記」小考

右
の
如
く
、
新
出
三
冊
本
は
、
第
二
冊
（
「
中
」
）
の
途
中
で
、
年
次
に
狂
い
が
生
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
何
故
に
狂
っ
た
の
か
。

こ
の
理
由
を
解
く
鍵
は
、
第
二
冊
（
「
中
」
）
の
最
終
丁
に
存
す
る
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
第
二
冊
の
最
終
は
、
十
五
巻
本
・
十
六
巻
本
の

巻
十
一
’
十
に
相
当
す
る
。
当
該
の
一
条
は
、
「
小
相
撲
」
の
催
し
の
記
録
に
相
当
し
、
人
名
が
多
々
記
さ
れ
る
。
新
出
三
冊
本
第
二
冊

の
最
終
は
「
小
相
撲
五
番
打
人
数
之
事
」
で
筆
が
ピ
タ
リ
と
止
ま
っ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
、
人
名
列
挙
の
冒
頭
に
相
当
す
る
行
文
で
あ
る
。

料
紙
に
は
、
あ
と
六
行
の
ゆ
と
り
が
存
在
す
る
。
そ
の
た
め
、
落
丁
で
は
な
い
。
ゆ
え
に
、
人
名
を
記
す
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
は
、
推

定
す
る
に
一
つ
し
か
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
つ
ま
り
、
資
料
不
足
で
書
け
な
か
っ
た
、
と
落
ち
着
け
る
よ
り
他
な
い
の
で
は
な

で
は
、
先
に
申
し
述
べ
た
「
資
料
不
足
」
云
々
の
問
題
に
立
ち
戻
り
た
い
。
ま
ず
、
先
の
書
誌
解
題
に
記
す
如
く
、
新
出
三
冊
本
は
、

途
中
で
年
次
に
狂
い
を
生
じ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
狂
い
」
を
十
六
巻
本
と
の
比
較
で
、
年
代
順
（
イ
コ
ー
ル
「
巻
」
の
順
序
）
に

修
正
し
て
図
示
す
る
と
、
左
記
の
よ
う
に
な
る
。

（
９
）

、
３
、
○

し
，
刀 四

、
新
出
三
冊
本
の
構
成

Ｒ

ｎ
□

↓

↓

↓

團
闇
閏
圖
目
［

M-｡
↓

↓

圃
同[琴

□
～
□

→
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内
容
の
如
何
を
問
わ
ず
、
資
料
が
手
元
に
な
い
場
合
は
執
筆
を
中
断
せ
ざ
る
を
得
ず
、
漸
次
状
況
の
打
開
を
待
っ
て
、
現
在
に
見
る
十

五
巻
本
・
十
六
巻
本
の
状
態
に
整
え
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
・
如
上
、
新
出
三
冊
本
の
本
文
は
現
存
十
五
巻
本
よ
り
も
雑
然
の
体
を
呈
す

る
の
で
あ
り
、
件
の
構
成
が
前
記
の
如
く
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
斯
様
に
推
定
す
る
し
か
学
的
に
は
成
立
の
余
地
を
得
な
い
の
で

あ
る
。
即
ち
、
草
稿
段
階
の
状
態
を
伝
え
る
一
本
、
と
判
断
さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

岡
大
池
田
家
文
庫
本
（
十
五
巻
本
）
は
自
筆
本
で
あ
る
。
当
該
原
本
を
め
ぐ
る
諸
事
情
は
既
に
石
田
善
人
氏
の
精
級
な
ご
研
究
に
よ
り
、

す
べ
て
が
解
明
さ
れ
て
い
る
。
氏
の
ご
説
に
拠
る
な
ら
ば
、
池
田
家
文
庫
本
は
、
池
田
輝
政
が
自
分
の
初
陣
の
功
を
見
た
さ
．
読
み
た
さ

（
皿
）

に
所
望
し
た
一
本
で
あ
る
。
し
か
も
、
牛
一
は
献
上
に
際
し
て
、
池
田
侯
に
関
連
の
記
述
を
増
幅
し
て
献
上
し
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

文
学
史
の
問
題
点
は
こ
の
次
の
段
階
に
存
す
る
の
で
あ
る
。
前
節
ま
で
に
見
る
如
く
、
「
首
巻
」
は
十
五
巻
本
の
成
立
以
前
に
存
在
し

て
い
た
。
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
池
田
侯
に
「
首
巻
」
を
献
上
し
な
か
っ
た
の
か
。
老
筆
の
醜
さ
を
恥
じ
た
の
か
、
単
に
も
う
面
倒
く
さ
か

っ
た
の
か
。
理
由
の
詮
索
は
、
『
信
長
公
記
』
の
執
筆
過
程
と
同
様
、
資
料
が
な
い
の
で
中
断
せ
ざ
る
を
得
ま
い
。
し
か
し
、
現
象
面
の

理
解
は
、
未
だ
学
的
推
定
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。

す
る
と
、
土

「
元
亀
三
年
」

「
天
正
六
年
」

（
巻
六
に
相
当
）

で
を
書
い
た
。

四
、
「
首
巻
」
の
存
在
し
な
い
理
由

次
ぎ
の
よ
う
な
執
筆
過
程
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
て
く
る
。
太
田
牛
一
は
、
①
「
首
巻
」
相
当
部
分
か
ら
書
き
お
こ
し
↓
②

（
巻
五
に
相
当
・
「
身
方
が
原
合
戦
の
事
」
を
最
終
と
す
る
）
ま
で
を
書
き
↓
③
資
料
不
足
の
た
め
、
「
天
正
二
年
」
に
飛
ぶ
↓
④

ま
で
書
き
進
ん
だ
が
「
小
相
撲
」
の
人
名
列
挙
で
資
料
不
足
の
た
め
中
断
↓
⑤
な
お
も
中
断
理
由
と
な
っ
た
「
元
亀
四
年
」

｜
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
こ
れ
を
飛
ば
し
↓
⑥
「
天
正
二
年
」
（
巻
七
に
相
当
を
書
き
↓
「
天
正
五
年
」
の
条
々
ま
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池
田
輝
政
が
抱
い
た
希
望
は
ま
さ
に
〈
当
世
〉
へ
の
欲
求
に
相
違
な
か
ろ
う
。
で
は
、
そ
れ
に
応
え
る
側
の
牛
一
は
、
何
を
し
た
の
か
。

自
ら
の
手
で
「
家
の
証
本
」
と
「
流
布
本
」
を
作
成
し
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
通
例
、
所
謂
「
近
世
小
説
」
に
は
、
そ
れ
が
存
在
し

な
い
。
刊
本
を
媒
体
と
す
る
た
め
、
も
と
よ
り
流
布
本
し
か
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。
自
ら
の
手
で
「
証
本
」
と
「
流
布
本
」
を
作
る
人

物
の
内
面
に
は
隠
し
よ
う
も
な
い
中
世
的
な
書
物
の
あ
り
方
、
即
ち
書
物
を
「
流
布
」
さ
せ
る
の
で
は
な
く
「
伝
え
る
」
と
い
う
意
識
が

看
取
さ
れ
よ
う
。

あ
る
。 現

時
点
に
お
い
て
、
十
六
巻
本
は
、
陽
明
文
庫
と
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
し
か
存
在
を
確
認
し
得
な
い
。
た
っ
た
二
箇
所
二
本
。
し

（
皿
）

か
も
、
陽
明
文
庫
本
は
、
太
田
家
↓
織
田
家
↓
近
衛
家
の
順
に
流
伝
し
た
本
文
で
あ
る
。
と
、
す
れ
ば
、
「
首
巻
」
は
牛
一
の
生
存
中
に

は
、
つ
い
ぞ
太
田
家
の
門
を
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
、
そ
の
可
能
性
が
大
な
の
で
は
な
い
か
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
当
該
領
域
に
お
け
る

斯
様
な
伝
存
状
況
は
、
ど
う
に
も
説
明
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。

す
る
と
、
太
田
牛
一
は
、
意
識
・
無
意
識
の
如
何
を
問
わ
ず
、
と
も
か
く
「
家
」
の
中
に
伝
え
る
べ
き
「
本
文
」
と
、
流
布
さ
せ
る
べ

き
「
本
文
」
と
の
二
種
類
を
作
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
書
誌
学
用
語
に
換
言
す
れ
ば
、
例
の
如
く
、
「
証
本
」
と
「
流
布
本
」
で

本
格
的
な
仮
名
草
子
の
登
場
す
る
以
前
、
極
め
て
中
世
的
な
頑
迷
な
る
人
物
が
、
近
世
的
な
欲
求
に
処
し
た
、
時
代
の
過
渡
期
を
象
徴

さ
せ
る
に
相
応
し
い
、
誠
に
具
体
的
に
過
ぎ
る
事
例
で
あ
ろ
う
。
新
出
三
冊
本
を
差
し
挿
ん
で
見
る
自
筆
十
五
巻
本
『
信
長
公
記
」
の
成

立
過
程
は
、
ま
さ
に
以
後
連
綿
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
「
〈
現
実
〉
へ
の
関
心
」
「
当
世
批
判
」
の
文
芸
が
萌
芽
す
る
、
そ
の
前
夜
の
雨
音
を

聞
く
如
く
で
あ
る
。
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（
９
）
「
巻
」
単
位
の
欠
落
も
存
在
す
る
。
こ
れ
も
た
、
資
料
不
足
の
た
め
に
執
筆
が
遅
れ
、
後
に
補
入
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
新
出
三
冊
本

に
欠
け
る
「
巻
」
相
当
部
位
は
、
歴
史
史
料
と
の
齪
酪
が
激
し
い
と
指
摘
さ
れ
る
部
分
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
谷
口
克
広
氏
著
「
太
田
牛
一
著
「
信
長

記
」
の
信
想
性
に
つ
い
て
」
含
日
本
歴
史
」
第
三
八
九
号
・
昭
和
五
五
年
一
○
月
発
行
）
。

（
８
）
太
田
牛
一
は
人
名
の
列
挙
や
日
付
の
変
わ
る
箇
所
な
ど
に
余
白
を
設
け
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
日
の
補
筆
訂
正
の
便
宜
で
あ
っ
た
と
さ
れ

る
。
岩
沢
思
彦
氏
（
角
川
文
庫
「
信
長
公
記
」
解
説
・
前
掲
５
）
、
石
田
善
人
氏
（
「
信
長
記
十
五
巻
解
題
」
・
前
掲
３
）
に
よ
っ
て
既
に
ご
指
摘
が

な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
本
文
に
指
摘
し
た
新
出
三
冊
本
の
欠
落
箇
所
の
ほ
か
に
、
能
の
演
目
と
能
番
組
の
欠
落
等
が
存
在
す
る
（
十
六
巻
で

（
１
）
野
田
寿
雄
氏
著
「
近
世
初
期
小
説
論
』
（
昭
和
五
三
年
・
笠
間
書
院
発
行
）
等
を
参
照
。

（
２
）
桑
田
忠
親
氏
著
『
豊
太
閤
伝
記
物
語
の
研
究
」
（
昭
和
一
五
年
・
中
文
館
書
店
発
行
）
等
を
参
照
。

（
３
）
複
製
本
「
信
長
記
」
（
昭
和
五
○
年
・
福
武
書
店
発
行
）
に
付
さ
れ
る
、
石
田
善
人
氏
の
解
題
「
信
長
記
十
五
巻
解
題
」
。
な
お
、
諸
本
研
究
の
噴

矢
は
田
中
久
夫
氏
著
「
太
田
牛
一
著
「
信
長
公
記
」
成
立
考
」
（
「
帝
國
学
士
院
紀
事
」
第
五
巻
二
・
三
号
・
昭
和
二
二
年
二
月
発
行
）
で
あ
り
、

当
該
の
ご
論
考
に
は
自
筆
零
本
（
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
）
の
翻
刻
が
収
め
ら
れ
る
。
他
に
、
小
島
広
次
氏
著
「
牛
一
本
「
信
長
記
巻
首
」
の
性
格
に
つ

い
て
」
（
『
清
洲
町
史
」
所
収
・
昭
和
四
五
年
発
行
）
等
の
先
行
研
究
が
存
在
す
る
。

（
４
）
太
田
次
男
氏
著
「
内
閣
文
庫
蔵
原
本
信
長
記
に
つ
い
て
」
（
「
史
學
」
第
三
六
巻
第
二
・
三
号
・
昭
和
三
八
年
発
行
）
。

（
５
）
角
川
文
庫
「
信
長
公
記
」
（
奥
野
高
広
氏
・
岩
沢
恩
彦
氏
校
注
・
昭
和
四
四
年
初
版
）
以
外
の
活
字
翻
刻
本
は
、
す
べ
て
町
田
本
（
町
田
久
成
氏
旧

蔵
本
）
を
底
本
と
す
る
。
但
し
、
町
田
本
は
伝
存
不
明
。

（
６
）
小
島
広
次
氏
は
「
牛
一
本
「
信
長
記
巻
首
」
の
性
格
に
つ
い
て
」
（
補
注
３
を
参
照
）
に
お
い
て
、
「
首
巻
」
を
最
初
の
段
階
か
ら
存
在
し
た
こ
と

を
主
張
。
な
お
か
つ
、
草
稿
段
階
に
お
け
る
「
信
長
公
記
』
は
す
べ
て
．
っ
書
き
」
で
あ
っ
た
由
を
推
定
さ
れ
た
。
新
出
三
冊
本
は
、
氏
の
推
定

ど
お
り
の
本
文
で
あ
り
、
こ
れ
の
登
場
に
よ
り
小
島
氏
の
主
張
が
全
て
正
し
か
っ
た
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
７
）
岡
大
池
田
家
文
庫
本
は
福
武
書
店
刊
の
複
製
本
（
前
掲
３
）
、
陽
明
文
庫
本
は
国
文
学
研
究
資
料
館
で
閲
覧
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

に
拠
っ
た
。
引
用
に
際
し
て
、
句
読
点
は
恋
意
的
に
補
っ
た
。
な
お
、
引
用
部
分
は
大
妻
女
子
大
学
草
稿
テ
キ
ス
ト
研
究
所
に
お
け
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
で
も
紹
介
し
た
が
、
同
日
の
発
表
資
料
に
は
翻
刻
ミ
ス
を
犯
し
た
た
め
（
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
録
も
翻
刻
ミ
ス
）
訂
正
の
た
め
、
再
び
当
該
部
分
の

へへへ戸

32l洋
一……､"

な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

は
巻
三
’
三
に
相
当
）
。

紹
介
を
行
っ
た
。
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〔
追
記
〕

本
稿
の
内
容
は
、
大
妻
女
子
大
学
草
稿
テ
キ
ス
ト
研
究
所
主
催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
平
成
一
三
年
二
月
）
の
内
容
と
大
幅
に
重
複
し
ま
す
。
同
会
に

お
い
て
、
ご
教
示
．
ご
質
問
下
さ
れ
ま
し
た
江
本
裕
先
生
を
は
じ
め
諸
氏
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
な
お
岡
崎
久
司
先
生
よ
り
、
新
出
三
冊
本
は
、
そ

の
書
誌
的
特
徴
か
ら
寛
永
期
を
遡
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
ご
教
示
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
記
し
て
御
礼
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
岨
）
石
田
善
人
氏
著
（
「
信
長
記
十
五
巻
解
題
」
・
前
掲
３
）
。

（
Ⅱ
）
田
中
久
夫
氏
著
「
太
田
牛
一
著
「
信
長
公
記
」
成
立
考
」
（
前
掲
３
）
。
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